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(2) 計画部門の境界・複合領域に関して， 3 つの新しい省エネルギ化要素技術を開発し，その効果につ
いて解析している。その第 1 は，重要な省エネルギ化要素の一つで、ある昼光利用時の窓際消燈の熱経
済性評価法であって，窓面積率，ひさしの存在，昼間照明法等の有効性に新知見を与えている。第 2
は，在来の熱負荷計算プログラムに改良を加え，任意の室温をとりうる多数室モデル熱負荷計算法を
開発し，それを用いたダブ唱ルスキンに関する熱特性の解析結果から外側反射ガラスを用いたオーバ
ハング型式の南面ダブ、ルスキンが建物の省エネルギ化に大きく寄与する乙とを明らかにしている。第
3 は，太陽エネルギ利用システムの経済性向上の一方策として，平板型集熱器i乙反射板装置を附加し
て入射量を増大せしめたときの各種集熱条件下での年間集熱量を求める算定式を提案し，かっ反射板
利用時の有効性を定量的に明らかにしている。
(3) 建築物の省エネルギ性の評価において必要不可欠である空調システムの消費エネルギ量の精密計算
法，および一般的なソーラシステムの性能と経済性を計画初期段階で精度よく予測する算定方法を提
案し，その有効性を立証している。
(4) 以上の省エネルギ計画手法の妥当性・有効性を検証する目的から，実用規模で徹底的に省エネルギ
化を図った実験用建物を建設し，かっその運転実績の分析から多くの知見を得ると同時に本論文で提
案された要素手法ならびに計画手法が省エネルギ性や経済性の予測上極めて有効な乙とを立証して
いる。
以上のように本論文は，事務所建築の省エネルギ化計画に有効・適切な手法を提案したものであり，
建築工学，環境工学に寄与すると乙ろが大きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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